
隈部　 洋　 会長

第7 1 回熊本県酪連通常総会開く
　

　 熊本県酪農業協同組合連合会の第71回通常総会

が６ 月26日（ 水）、本会会議室にて開催さ れま し た。

　 総会では、 隈部会長の挨拶、 国・ 県・ 関係団体

の来賓祝辞に続き 、 西阿蘇酪農業協同組合の山田

政晴組合長を議長に選任し 、令和５ 年度事業報告、

貸借対照表、 損益計算書、 注記表、 附属明細書お

よ び剰余金処分案承認の件、 令和６ 年度事業計画

承認の件など ６ 議案が上程さ れ、 いずれも 原案通

り 承認さ れま し た。

【 令和５ 年度事業概況】

　 令和５ 年度の我が国経済は、 コ ロ ナ禍の終息に

伴う 景気回復の兆し も 窺える なか、 物価高騰や円

安の進行と 金利動向など に懸念が及びま し た。 ま

た、 働き 方改革や2024年問題など 労働需給の逼迫

に加え、 世界情勢の動き にも 注視が必要と なって

いま す。 一方、 能登半島地震の発生によ り 、 改め

て大規模自然災害への対策も 喫緊の課題と なり ま

し た。

　 酪農界においては、飼料価格の高止ま り 、燃料・

資材価格の高騰や副産物価格の低迷が続き 、 酪農

経営は非常に厳し い状況で推移し ま し た。 特に、

飲用向け乳価の再値上げが実施さ れたも のの生産

抑制や記録的猛暑が続く なか生乳生産は下振れす

る と と も に後継牛の確保も 課題と なっていま す。

　 乳業界においては、 牛乳乳製品の価格上昇に伴

う 消費減少が顕著と なり ま し たが、 需要期の需給

調整に厳し さ も 見ら れま し た。 ま た、 今後の生産

減少への不安と と も に、 引き 続き 脱脂粉乳の在庫

低減対策や牛乳乳製品の価値向上に向けた理解醸

成活動の展開が重要視さ れていま す。

　 こ のよ う な状況のも と 、 生産本部においては乳

質管理の強化をはじ め、 集乳業務の効率化や生産

資材のコ ス ト 低減対策に取り 組み、 指導・ 購買事

業の推進に努めま し た。 ま た、 搾乳後継牛確保や

育成牛増産に対する 支援と 検診事業の充実を図り

ま し た。 さ ら に、 広域的な枝肉仕入を行い肉製品

の販売拡大に努める と と も に、 マザーズ市場への

広域集畜や導入事業を積極的に推進し 搾乳牛頭数

確保に努めま し た。

　 乳業本部においては、 価格改定によ る 消費減少

が懸念さ れる なか、 量販店や業務用チャ ネルの拡

売をはじ め、 宅配市場での新規拡売や新製品の販

売促進など 積極的な営業活動によ り 売上を伸ばし

ま し た。 ま た、 工場の安定稼働と 安全・ 安心な製

品供給のため、 小型・ 大型容器用充填機の更新や

冷蔵倉庫増設工事に着工し 、 日報電子化を進める

など 品質保証体制と 技術力の向上に努めま し た。

　 管理部門においては、 採用活動の強化によ る 人

材の確保に努める と と も に、 人事制度構築を進め

ま し た。 ま た、 イ ン ボイ ス 制度等法改正への対

応、 電子会議やデジタ ル研修を実施し 各本部と の

連携・ 調整に努めま し た。 さ ら に、 冷蔵倉庫増設

等設備投資関連の統制や、 SDGsに係る 取り 組み

を開始する と と も に、 組織整備では組合合併に向

けての諸要件の整理と 確認を進めま し た。

　 特別会計（ 阿蘇ミ ルク 牧場） においては、 本会

と 連携し たミ ルク 市場の改装や堆肥処理の改善に

取り 組むと と も に、 SNSイ ンス タ グラ ム公式ペー

ジを開設する など 理解醸成活動の強化に努めま し

た。

【 令和６ 年度事業方針】

　 わが国経済は、 景気回復への兆し がみら れる も

のの、 為替変動や原材料コ ス ト の高止ま り に伴う

物価高騰によ り 個人消費の減速が不安視さ れてい

ま す。 ま た、 物流の「 2024年問題」 をはじ めと す

る 働き 方改革等によ り 人手不足も 懸念さ れていま

す。 さ ら に、 国際情勢は緊迫感が強ま っており 引

き 続き 予断を 許さ ない状況が続く と 予測さ れま

す。

　 酪農界においては、 一昨年から 二回の飲用乳価

値上げも 生産抑制や夏場の猛暑に加え、 生産コ ス

ト の高止ま り と 副産物価格の下落によ り 依然厳し

い状況が続いていま す。 酪農家戸数の減少にも 歯

止めがかから ず、 生乳をはじ め適正な価格形成に

ついての協議・ 検討が行われる など、 食料安全保
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議長： 山田　 政晴　 組合長

障に向けた抜本的な対策が求めら れていま す。

　 乳業界においては、 値上げによ る 消費減少がみ

ら れる なか、 生乳の減産によ り 乳製品在庫は均衡

を保っている 状態です。 生乳取引価格や原材料・

エネルギー価格の高騰が続く なか、 消費拡大を最

重要課題と し て、 牛乳・ 乳製品の安全性の確保は

も と よ り 、 理解醸成など 消費者の購買意欲に繋が

る 対策が求めら れていま す。

　 こ のよ う な状況のも と 、 酪農生産基盤の維持・

強化と 本会経営の継続的発展のため、 以下の事業

に取り 組みま す。

　 生産本部においては、 酪農生産基盤の維持・ 強

化を図る ため、 飼養管理技術指導の強化、 搾乳素

牛導入や北海道預託事業への支援など搾乳後継牛

の確保をはじ め、 生産資材のコ ス ト 低減に向けた

対策に取り 組みま す。 併せて、 新規就農や担い手

支援を継続し て実施し ま す。 ま た、 食肉事業の販

路拡大と 肉製品の有利販売に努めま す。

　 乳業本部においては、 ら く のう 牛乳発売50周年

を迎え、 更なる 新規開拓と 積極的な営業展開によ

る 売上拡大を図る と と も に、 新製品の販売強化に

努めま す。 ま た、 熊本工場冷蔵倉庫の増設およ び

菊池工場充填機を更新し 、 食品安全シス テムと 品

質管理体制の強化を図り 、 ト レ ーサビリ ティ シス

テムの構築に取り 組みま す。

　 管理部門においては、 経営基盤の強化や組織体

制の充実を図る ため、 財務体質の強化に努める と

と も に、 人材育成と 魅力ある 職場づく り を進め人

事制度構築に取り 組みま す。 ま た、 デジタ ル化を

推進し 業務合理化を図り ま す。 さ ら に、 将来に向

けた強固な組織を目指し た組織整備に取り 組みま

す。

　 特別会計（ 阿蘇ミ ルク 牧場） においては、 酪農

･乳業の理解醸成施設と し ての機能を 拡充する と

と も に、 団体集客の強化と 外部販売、 およ び乳牛

の飼養管理の強化に努め収益性の向上を 図り ま

す。  
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　 平成９ 年より 熊本県発祥で始まっ た、「 ちちの日に牛乳を 贈ろ う ！キャ ンペーン」。 ら く のう マ

ザーズや熊本県酪農青壮年部・ 女性部協議会では、 牛乳消費拡大に向けて、 今年も 活動を 行っ て

いき ます！

　 キャ ン ペーン の一環と し て「 父の日」 である ６ 月1 6 日に先駆けて、 ６ 月６ 日に熊本県酪農女

性部協議会の役員を 中心に熊本県庁および九州農政局を 訪問し 、 木村知事・ 北林農政局長へ牛乳

の贈呈を 行いまし た。 今年度も 牛乳（ 阿蘇の雫） や阿蘇ミ ルク 牧場のチーズを 関係者の方々に振

舞い、「 濃厚でおいし い！」 と いっ たお言葉を いただき まし た。 また、 用意し たチーズに関し て

も 完食し ていただけるほど、勢いよく 食べら れていたのが印象的で、牛乳・ 乳製品の魅力を アピー

ルするこ と ができ 、 さ ら に牛乳生産に携わるやり がいを 再認識でき るひと 時と なり まし た。

知事贈呈

県庁

九州農政局長贈呈

九州農政局贈呈

県庁全体写真

九州農政局

令和６ 年度ちちの日に牛乳を 贈ろ う ！キャ ンペーン
～『 牛乳贈呈式』 を 実施し まし た！～
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理解醸成活動in 阿蘇ミ ルク 牧場！

　 雨が降ら ないこ と を祈り ながら 迎えた６ 月30日（ 日）、 阿蘇ミ ルク 牧場で一般生活者を対象に牛

乳や酪農への理解を 深めても ら い、 食や命の大切さ を伝える こ と を目的と し た理解醸成活動を 行

いま し た。

　 バタ ー作り 体験では、 約80名の方に参加し ていただく こ と ができ ま し た。 家族で参加さ れた方

が大半で、 生ク リ ームの入ったボト ルを家族で楽し そう に振る 姿が見受けら れま し た。

　 ま た、 体験中に「 酪農に関する 」 ク イ ズを出題し 、 みなさ ん元気に手を上げて答えていただき 、

大いに盛り 上がり ま し た。

　 酪農教室では、 牛乳の無料試飲や酪農についての説明、 模擬牛や搾乳牛によ る 搾乳体験など 多

く の一般生活者の方々に立ち寄っ ていただき ま し た。 老若男女問わず、 興味津々で酪農について

質問さ れ、 酪農家と 交流を深めていたのが印象的でし た。

　 今回の理解醸成活動は、 昨年度から 始めた青壮年女性部合同での活動と なり ま し た。 家族連れ

のお客様から 「 牛乳試飲の飲み比べができ て、 面白かった！」 や、 模擬牛体験では、 子供たちか

ら 「 いっぱい出る ！楽し い！」 と いっ た喜びの声が聞かれま し た。 今回の活動を糧に、 今後の醸

成活動に繋げていき たいと 思いま す！

バタ ーづく り バタ ーづく り 全体

搾乳体験 酪農教室
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　 いよ いよ 暑い夏がやってき ま し た。 皆さ ま いかがお過ごし でし ょ う か。 今年度は国の事業において乳

用牛長命連産性向上緊急支援事業が実施さ れ、 長命連産が注目を浴びていま す。 長命連産と は「 長生き

し て分娩を重ねる 」 と いう 意味で、 昔から 言われる 理想的な考え方ではあり ま すが、 繁殖、 疾病（ 乳房

炎含む）、 低乳量など の問題によ り 実際現場で継続し ていく こ と は難し いと 思いま す。 現在熊本県内の

牛群更新率は約25％、平均産次2.4産、除籍牛平均3.2産（ 家畜改良事業団　 熊本県牛群平均情報） と なっ

ており 、 多く の経産牛が４ 産を迎える 前に牧場から いなく なっていま す。 今回ご紹介する 牧場は約20年

以上前から 長命連産を続けら れている Ｓ 牧場の管理方法や考え方をご紹介し ま す。

Ｓ 牧場の状況（ 繋ぎ、 搾乳3 3 頭、 育成牛８ 頭、 分離給餌）

　 繁殖管理

・  初回受胎率は約56％、 ６ 月末現在で経産牛妊娠牛割合約70％（ 23頭/33頭、 未受胎牛は５ 頭妊鑑待ち、

フ レ ッ シュ 牛５ 頭）。

・ フ レ ッ シュ チェ ッ ク を必ず実施し 、 子宮が回復し ている か確認を行う （ 分娩後約１ ヵ 月）。

・  繁殖台帳やアク ショ ンシート （ 牛群検定） を基に発情周期の確認を怠ら ない。 ホワ イ ト ボード やカレ

ンダーを活用し 情報共有する 。

・ 状況によ ってはA I翌日に排卵確認を実施する （ 排卵し ていない場合追いA I）。

・ 各泌乳ス テージに応じ たボディ コ ンディ ショ ンの調整（ 繁殖問題での淘汰はほと んど ない）。

・ 通常給与し ている ビタ ミ ン剤（ マッ シュ タ イ プ） と は別にビタ ミ ンも 発情発見時に適宜給与。

　 疾病対策
・  除籍し た理由を基に対策を実施する 。 昔は分娩後60日以内の疾病が多かっ た為分娩前後にビ タ ミ ン、

プロ ピ レ ンG、 Ca剤、 強肝剤など を 給与し （ 必要に応じ て３ 産以上についてはCa点滴）、 基本は分娩

介助し ないなど の対策を行っている 。

・ 乳房炎は早期発見を重視し 、 も し ブツ など症状があった場合はビタ ミ ンを給与する 。

・ 慢性乳房炎については菌の同定や感受性を調べ、 乾乳期に治療を実施する 。

・  エサ食いの悪い牛がいたら 、 体温を測定し 、 聴診器で胃の動き を確認する 。 自分で分かる と こ ろは確

認し 、 状況に応じ て獣医師へ連絡する 。

現場取材！長命連産の牧場を 求めて・ ・
生産本部指導部営農指導課　 南條　 健太郎　

（ 写真１ ） 搾乳牛の様子

平均乳量 3 0 .6 kg

平均搾乳日数 1 9 2 日

初回授精開始日 5 6 日

空胎日数 1 4 7 日

平均分娩間隔 4 1 6 日

平均産次 3 .5 産

除籍牛平均 5 .9 産

※直近年間牛群検定成績
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　 飼養管理
・  給与メ ニュ ーは配合（ 一日４ 回給与）、 自家配（ 単味、 添加物等）、 オーツ ヘイ 、 く ま エコ チェ ンジ、

WCSを給与さ れており 、 牛の状態に応じ て給与量を調整する （ 分離給与）。

・ 分娩前後を含めてボディ コ ンディ ショ ンの維持に努める （ 基本的に太ら せない）。

・ イ ベント （ 分娩、 発情等） ごと にビタ ミ ンを牛の状態に合わせて給与する 。

カプセルビタ ミ ンの給与方法を下記にま と めま し た。

〇移行期　 　 　 　 各１ 粒（ 分娩一週間前より ５ 日間）、 ５ 粒（ 分娩当日）　 各３ 粒（ 分娩後２ ～５ 日）

〇発情発見時　 　 ２ 粒×３ 日間（ 発情当日より ３ 日間）

〇乳房炎発見時　 ３ ～５ 粒×５ 日間

　 現場での飼養管理等をご紹介し ま し たが、牧場主に話を伺う と ２ つのポイ ント を教えても ら いま し た。

　 １ つ目は牛を大切に扱う こ と が大事である こ と です。 牛は人間をよ く 見ており 、 過度に怒ったり 、 叩

いたり する こ と で信頼関係が失われる こ と も ある ので、時には撫でたり する こ と で関係を構築でき ま す。

ま た、 牛が長命連産する こ と で生涯乳量も 期待でき 、 多く の子牛が産ま れ、 乳牛の償却費も 少なく なり

結果と し て牧場の利益につながり ま す。

　 ２ つ目は牛の改良です。 健康で牛を 長持ちさ せる には肢蹄（ X脚になら ない、 飛節がよ ら ない） や乳

器（ 高さ と 幅） の改良は重要と のこ と です。 牧場主も 現在の経営ス タ イ ルと なる 前は経営で苦労さ れた

時代があり 、 当時悩んでいた時期に北海道の酪農家を視察し 、 牛を長持ちさ せる こ と の重要さ を認識さ

れ現在の長命連産型の経営へと 考え方を変えら れま し た。

　 今回の考え方を実施し ても 同様の結果はでないかも し れま せんが、 参考事例と し て各牧場に合った方

法を見つけて、 長命連産について改めて再考し てみてく ださ い。

　 今回の記事に関し て何かご不明な点があれば営農指導課ま でご相談下さ い（ TEL　 096-388-3510）。

（ 写真２ ） カ プセルビ タ ミ ン （ 写真３ ） 乾乳牛の様子
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COLUMN ― コ ラ ム ―

酪農がも たら すも の

　 競馬場。競走馬の鍛え抜かれた筋肉、立ち姿、

ジョ ッ キーと の息を 合わせたレ ース での疾走。

一度みれば誰し も その視覚的情景に感嘆する

のではないかと いつも 思いま す。 こ れら の馬

たちに惚れ惚れと し て見入る こ と ・ ・ ・ 時の

経つのを忘れてし ま って。

　 颯爽と 疾走する 競走馬と ある 意味対極にあ

る も の。 乳牛が集っ た共進会会場。 品位に満

ちた乳牛がずら っ と 並ぶ立ち姿は、 正し く 芸

術の域にあ る と 思いま す。 本当に美し いと い

う 表現がぴっ たり 。 酪農家の方々の日頃から

愛情を 込めた飼養管理や改良の成果の顕れで

す。

　 その芸術的家畜から 生産さ れる 生乳。 小さ

い頃から 、 牛乳が好き で毎日１ リ ッ ト ルは飲

んでいる と 思いま す。 その効能なのか還暦を

数年後に控え る 年齢にな り ま し たが、 牛乳・

乳製品の豊富な栄養に支えても ら いながら 運

動を 継続的に行っ ている こ と も あ り 、 体力に

は比較的自信があり ま す。

　 最近、 牛乳を 愛飲する こ と に加え 、 牛乳・

乳製品を 利用し た料理作り に大変興味を 持つ

よ う になり ま し た。 と り わけＪ ミ ルク レ シピ

は私の貴重な 情報源です。 牛乳、 ク リ ーム、

バタ ー、 ヨ ーグ ルト 等を 使用し たレ シピ に魅

了さ れ、 目に留ま っ た料理に挑戦し 、 ト ラ イ

＆エラ ーを 繰り 返し ながら 、 かなり 腕を 上げ

たなと 自負し ている こ の頃です。 お菓子、 パ

ン 類、 煮込み系など に牛乳・ 乳製品は欠かせ

ま せん。 最近は和食にも 合う と いう こ と で、

乳和食のレ シピ 情報も 豊富にネッ ト で検索で

き る よ う になり ま し た。

　 私は昭和40年台前半の生ま れです。 幼少期

はコ ン ビ ニエン ス ス

ト ア や量販店がほと

んど な い時代（ 田舎

なのでそも そも 店があり ま せんでし たが・ ・ ・ ）

で、 今のよ う にバラ エティ ーに富んだ食料事

情ではあ り ま せんでし た。 そのよ う な時代に

私にと っ て最も 豪華で贅沢な食べ物であっ た

のが牛乳豆腐でし た。 我が家の隣が酪農経営

を 営んでおり 年に数回程度初乳を いただき 祖

母が作っ ていま し た。 大変濃厚で独特のコ ク

と 豊かな味は今でも 忘れら れま せん。

　 昨年、 牛乳豆腐を 自分なり に挑戦し てみま

し た。 最初にし てはよ く 出来たと 思いま すが、

その当時の味には遠く 及びま せんでし た。 い

ずれは、 あ の時の‘ 牛乳豆腐’ を 自ら の手で

再現し たいと 思っていま す。

　 私はど ちら かと いえばアウ ト ド ア派で休日

家に籠る こ と はほと ん ど あ り ま せん でし た

が、 コ ロ ナ禍を 機に家の中でも でき る 何かな

いか？と いう こ と で、 こ れま でも やっ ていた

料理に一段と 力を 入れる よ う にな り ま し た。

食生活、 味の好みは十人十色。 万人受けする

大正解など あ り ま せん。 自分好みの究極の料

理は最終的には自ら 見出すし かないと いう の

がそのモチベーショ ン です（ 例えば、 あ んこ

の半分ま たは全部を ク リ ーム チーズに置き 換

えて作っ たいき なり 団子と かは個人的に気に

入っ ていま す。）。 食文化には無限の可能性が

あ り ま す。 今後の私が個人的にク リ エイ ト す

る 食文化に欠かすこ と のでき ない貴重な食材

の筆頭が牛乳・ 乳製品です。

　 飼料・ 資材価格の高騰、 牛乳の消費低迷な

ど 酪農業を 取り 巻く 環境は大変な逆風にあり

熊本県農林水産部生産経営局

畜産課　 課長

安武　 秀貴
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ま す。 乳用牛の改良、 酪農・ 飼料生産基盤の

維持・ 強化、 酪農家の経営安定、 牛乳・ 乳製

品の消費拡大など 課題は山積みです。 特に酪

農業の振興を 図る 上で消費者の理解醸成は避

けて通れないと 思いま す。 冒頭申し 上げま し

た私にと っ て恍惚感を も たら す乳牛の芸術性

や食文化を 彩る 牛乳・ 乳製品の価値ひいては

酪農業がも たら す恩恵を も っ と も っ と 多く の

消費者と 分かち合いたいと 強く 願っ てやみま

せん。

　 最後になり ま すがこ れら の課題を 皆様方と

一緒に考えながら 、 持続可能な酪農業に向け

て取り 組んで参り たいと 思いま すので、 よ ろ

し く お願いし ま す。

安武 秀貴 課長　 経歴

　 平成４ 年４ 月入庁 天草農業改良普及所

　 平成７ 年４ 月  草地畜産研究所

　 平成10年４ 月  大阪事務所

　 平成13年４ 月  畜産課

　 平成17年４ 月  農林水産省畜産企画課

　 平成19年４ 月  農林水産政策課

　 平成22年４ 月  畜産課

　 平成28年４ 月  阿蘇振興局農業普及振興課　 課長

　 平成30年４ 月  団体支援課　 審議員

　 平成31年４ 月  畜産課　 審議員

　 令和３ 年４ 月  玉名振興局　 農林部　 部長

　 令和４ 年４ 月  畜産研究所　 所長

　 令和６ 年４ 月  畜産課　 課長
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動物は突発的な行動をとる場合が
あるので注意しましょう！

農作業事故注意報

農作業中の負傷事故が発生しています。
○食肉用馬を手綱を引いて散歩させていた際、暴れ出した馬の後ろ脚

で顔面を蹴られ、意識不明の重体。

出典：厚労省、 （独）家畜改良センター 「畜産業における労働災害防止対策のポイント」

・畜産業における労働災害は１０年前に
比べて約1.5倍に増加しています。
・2018～2022年の労働災害発生状況の
ポイントは次の２点です。
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動物の行動をあらかじめ予測することは困難です。家畜の取扱いのポイ
ントを理解し、踏まれる、蹴られる可能性があることを前提とした安全対策
を行うようにしましょう。

農作業事故注意報

出典：農水省「家畜による事故の防止の取組」
協力：（独）家畜改良センター

【お問い合わせ】 熊本県農林水産部生産経営局農業技術課
TEL ０９６－３３３－２３８０ FAX ０９６－３８１－８４９１

安全対策のポイント
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　 乳牛にと っての暑熱ス ト レ ス は、 乳量・ 乳質低下や健康・ 繁殖の問題など莫大な損害を与えま す。 そ

れは単に採食量が落ちる こ と から の免疫力低下が原因ではなく 、 後述する 腸の健全性が損なわれている

こ と が重要な問題と なっていま す。 ま ず暑熱ス ト レ ス の腸への影響と その対策について書き ま す。

（ 1 ） 暑熱スト レスと 代謝

　  暑熱期の生産性の低下は①酸化スト レ スと ②腸への酸素不足が原因と 考えら れま す。

　 　 ①酸化スト レ ス： ふだん、ヒ ト も 牛も 摂取し た食べ物（ 餌）を、呼吸によ って取り 込んだ酸素を使っ

て各細胞内のミ ト コ ン ド リ アでエネルギーに変えて

活動し ていま す。 酸素を 使う と 酸素の一部は細胞を

傷つける 活性酸素になる と 言われており 、 自分自身

を 酸化さ せよ う と する 力を 「 酸化ス ト レ ス 」 と 言い

ま す。 暑熱ス ト レ ス で体温が上昇する と 、 ミ ト コ ン

ド リ アの中で活性酸素発生量が増加し 、 酸化ス ト レ

ス と なり ま す。

　 　 ②腸への酸素不足： 暑熱期の乳牛は、 蓄積し た熱を

放散し よ う と 、 体表の血管を 太く し 血流量が増し ま

す。 その結果、 腸に回る 血液量が減少し 、 腸は酸素

不足に陥り ま す。 健康な牛の腸管上皮細胞はタ イ ト

ジャ ン ク ショ ン（ 密着結合） と いう 構造で細胞同士

が結合し ていて、 細菌やウ イ ルス など の有害物質は通過でき ないバリ アと なっ ていま すが、 細

胞間の接着が緩く なり 、 隙間が生じ ま す。 そのため、 健康な腸なら それほど 吸収し なかっ た内

毒素である エンド ト キシン（ LPS） の吸収量が増加し ま す。 こ の状態を腸漏れ症候群（ リ ーキー

ガッ ト ） と 呼びま す。 バリ ア機能が失われ、 病原菌や毒素など の透過性が高ま り 、 結果的に細

胞の損傷や腸の炎症を引き 起こ し ま す。

（ 2 ） 吸収さ れたLPSが与える影響

　  　 吸収さ れたLPSは免疫系を 活性化し 、 炎症物質の生産を 促進する こ と で全身性の炎症状態になり 、

発熱、 乾物摂取量の低下、 筋力の低下、 胃腸など の消化器障害、 肝機能障害、 起立不能など を起こ し

ま す。 ま た、 活性化さ れた免疫系が糖を消費する こ と によ って、 乳生産の著し い低下が引き 起こ さ れ

ま す。

　  　 その他にも 非感染性の子宮内膜炎症を起こ すこ と で繁殖成績の著し い低下が起き 、 長く 続く 暑熱ス

ト レ ス の結果、 免疫は疲弊し て乳房炎は増え、 体細胞は増加し 、 受胎率低下・ 流産を引き 起こ し ま す。

こ れら は暑熱ス ト レ ス を受けている 限り 、 長く 続く こ と になり ま す。

夏の乳牛の健康を 守る ために
～暑熱時の代謝と 対策～

技術課　 久田眞規子　 　
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（ 3 ） 暑熱スト レスへの対策

　  　 暑熱対策で最も 大切なこ と は、 乳牛へのス ト レ ス を軽減さ せる 環境づく り です。 環境対策を実施し

た上で、 追加の具体策についていく つかご紹介し ま す。

　 　 　 　

① 酸化スト レ ス対策

　 ：  抗酸化剤（ ビタ ミ ンE、 セレ ン、 ビタ ミ ンC） の利用  

こ れら はそれぞれ助け合っ て作用する ため、 1つだけでなく それぞれを 過不足

なく 給与する こ と が重要

② ルーメ ンアシド ーシス対策

　 ：  牛の様子を確認し ながら 飼料設計を見直す  

重炭酸ナト リ ウ ム、 炭酸カリ ウ ムなど の添加も 有効

③ LPS対策

　 ： 酵母細胞壁や鉱物系ゼオラ イ ト によ り LPS吸着

④ 生菌剤（ 枯草菌・ 乳酸菌など）の給与

　 ： 免疫活性、 悪玉菌の抑制

　 こ れら の対策によ り 暑熱時の腸管の健康維持と ダメ ージを軽減でき ま す。 環境対策と 合わせて、 農場

毎にあった対策をぜひ実践し てく ださ い。
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